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児童が自ら取り組もうとする授業づくり 

～自己効力感を高めるための支援を通して～ 

 

塩竈市立第二小学校 教諭 中嶋 輝 

 

１ 主題設定の理由 

 平成２９年に改訂された学習指導要領では,

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授

業改善を重要視しており,文部科学省は「主体的

な学び」の視点を“学ぶことに興味や関心を持

ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けな

がら，見通しを持って粘り強く取り組み，自己

の学習活動を振り返って次につなげる「主体的

な学び」が実現できているか。〔１〕”としている。

したがって，学校の教育活動を進めるに当たっ

ては，児童が自ら活動に取り組もうとする姿を

目指した授業づくりが必要となる。 

本校の特別支援学級（知的）には児童６名が

在籍しており,日頃から教員間で連携を図りな

がらきめ細かい指導を行っている。しかし，児

童にとっては自分の近くに常に大人がいる環境

であり，教員を頼りやすい環境であるとも言え

る。難しいと感じたときやうまくできそうにな

いという見通しをもったときには,すぐに大人

の手を借りようとしたり,主体的に活動に取り

組めなくなったりすることもある。そこで，自

ら取り組もうとする授業のあり方を探り，児童

が自らの力を発揮して学習活動に取り組めるよ

うにしていきたいと考え，本主題を設定した。 

 

２ 研究の目標 

児童が自ら取り組むための工夫について，授

業づくりを通して検証する。 

 

３ 研究仮説 

教師が児童の自己効力感を高める指導を行っ

ていくことにより，児童は学ぶことに興味や関

心をもち,自ら学習活動に取り組んでいくこと

ができるであろう。 

 

 

４ 研究対象 

 塩竈市立第二小学校  

知的障害学級（「かもめ学級」） ６名 

〔第４学年  男子２名 女子１名〕 

〔第５学年  男子２名〕 

〔第６学年  男子１名〕 

 

５．研究計画 

（１）研究期間 

平成３１年４月～令和２年３月 

（２）研究計画の概要 

 ①研究内容 

○児童が学びに向き合うための理論モデルの

作成と授業づくり 

・自己効力感を高めるための支援の検討 

・児童が学びに向き合うための理論モデルの

作成 

○理論モデルを取り入れた支援の実践 

・支援の実践と児童の変容の記録 

○実践の検証 

・児童の変容と支援の関連性の整理・分析 

・理論モデルの検証 

②研究計画 

 

６．研究の概要 

（１）自己効力感について 

人間は，何らかの活動に取り組む際「自分

はできそうだ」という気持ち（自己効力感）

段階 期間／期日 主な授業実践 主な内容 

Ⅰ ４月～７月 ・かもめ商店をしよう ○理論モデルの検討 
○授業実践 
・授業計画 
・活動の様子をＶＴＲに撮影 

 ・支援と児童の変容との関連性を
整理分析 

○理論モデルを基に実践を検証 

Ⅱ ８月～１２月 ・かもめマーケットをしよう 

Ⅲ １月～２月 ・かもめカフェをしよう 

Ⅳ ３月  ○実践結果の分析と考察 
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をもっていなければ行動を起こすことができ

ない。自己効力感を提唱した心理学者アルバ

ート・バンデューラによると，人間が自分か

らやってみようとするためには自己効力感を

高めていくことが必要であり，「自分で実際に

行い，成功経験をすること（『遂行行動の達

成』）」，「うまくやっている他者の行動を観察

すること（『代理的体験』）」，「他者からの説得

的な暗示を受ける（『言語的説得』）」，「生理的

な反応の変化を体験する（『情動的喚起』）」が

大きな影響を与えるとしている。学習活動に

おいても，「できたことがある」という成功経

験をもっていること，友達の活動の様子を見

ること，教師や友達に応援されたり，励まさ

れたりすること，安心のできる環境の中にい

ることは重要な要素であり，自ら活動に取り

組もうとするために必要な要件だと考える。 

（２）児童が学びに向き合うための理論モデル

について 

  児童が学びに向き合うためには，本人の能

力だけではなく，課題への興味関心や活動に

対して「できそうだ」と思う自己効力感が必

要だと考える。課題への興味関心は，児童の

実態に合わせた教材の工夫等によって高めて

いくことができるが，自己効力感は児童の内

面の問題であり，それを高めるための支援が

必要となる。そこで自己効力感を提唱した心

理学者アルバート・バンデューラによる自己

効力感を高める４つの要素をもとに，支援の

方法を検討した。 

①遂行行動の達成 

自己効力感を高めるためには，成功した経

験のある事象に関して過去の経験を振り返り， 

 

「前はできたから，今の自分もできるはず」

と客観的に捉えられることが必要である。そ

こで，各学習に系統性をもたせ，成功経験の

ある活動を学習の中に取り入れるようにする。 

②代理的体験 

  うまくやっている他者の行動を観察するこ

とで自己効力感を高められることから，ここ

では他者と自分とを客観的に比較する「思考

力」が必要になる。そこで，活動に取り組む

順番や他者の動きが見やすい位置に座るよう

にするなどの環境の調整を行い，活動の見せ

方や活動の流れ，場の設定について工夫をす

る。 

 ③言語的説得 

他者からの説得的な暗示を受けることは自

己効力感を高めることにつながる。そこで，

児童が「やってみよう」「できそうだ」と感じ

られるように「適切な評価」「激励」をすると

ともに，進歩・改善したことについてフィー

ドバックを行うようにしていく。 

④情動的喚起 

児童が自分の力を発揮するためには，自分

の心の状態を客観視し，リラックスしている

ことが大切になる。児童が「できない」とい

う精神的な思い込みから解放できるような安

心感を与えられるよう，環境の設定や言葉掛

けを行っていく。 

以上のことから，活動の「事前段階」「遂行

段階」「事後段階」のそれぞれに自己効力感を

高める支援を盛り込んだ理論モデルを作成し

た。（図１） 

 

 

 

図１：理論モデル 
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７．実践の経過と結果 

（１）実践１：生活単元学習「かもめ商店をしよう」 

①活動期間 ５月（５時間扱い） 

②活動場所 本校会議室 

③活動の概要 

学校のために働くことを目標に，全校分の

ノート（運動会の記念品）の準備に取り組む。

前年度にも同様の活動を行っているが,今年

度は，複雑なシールの貼り方に取り組む。 

④活動の経過 

＜事前＞ 

  前年度にも同じ活動に取り組んでいるため，

前年度の活動の様子をＶＴＲで提示すると見

通しをもち，児童は以下のような内容の目標

を設定した。 

 ・８０冊分を完了する。 

 ・丁寧にシールを貼る。 

 ＜展開＞ 

グループを２つに分け，互いの活動の様子

を見られる場の設定にしたところ，すぐにや

り方を理解して取り組むことができた。 

Ａグループは自分たちで工夫をし，それぞ

れ役割分担をしての作業に切り替えたため効

率が上がり，児童の予想よりも早く目標が達

成された。教師が「あとどのくらいできそう

ですか」と尋ねると「半分の時間で８０冊終

わったので，あと８０冊できます」と自分た

ちで計画を修正できた。 

  Ｂグループは思い通りにシールを貼ること

ができず，作業速度が遅くなる児童がでた。

教師がすぐにシールの貼り方,貼る場所の確

認や激励の言葉掛けをすると,その後も最後

まで頑張ろうとすることができた。 

 ＜事後＞ 

   

 

 

 

 

 

＜事後＞ 

  ワークシートを用いてその日の振り返りを

行ったところ,児童は以下のような反省をも

つことができた。 

 ・目標を達成できてよかった。 

 ・次はもっとシールを貼りたい。 

・シールをまっすぐに貼るのが難しかった。 

 ・３枚はがれた。 

 

 

 

 

Ａグループの児童は「うまくできた。」とい

う感想をもつ児童が多く,Ｂグループは難し

かったことや失敗したことを記入する児童が

多かった。 

 ＜次時の学習＞ 

  前時と同様の流れで学習を行った。事前に

前時の学習を振り返ると,Ａグループの児童

は全員「○○冊分を完成させる」という「数」

に関する目標を立てた。一方,Ｂグループの児

童は「丁寧にやる」「失敗しないようにする」

など,「質」に関する目標を立てた。 

  どちらのグループも前時の経験から作業効

率が向上し,目標を達成することができたが，

Ａグループの方がより意欲的であった。 

⑤結果 

どの児童も活動の経験を振り返ることで,

適切な目標設定をすることができた。目標を

もつことやグループで友達と一緒に活動する

ことは,児童の「やってみよう」という気持ち

につながった。さらに,Ａグループのようにう

まく作業が進んだ児童は,「もっとやりたい」

という気持ちをもち,自ら進んで活動したり,

よりよい方法を探しながら取り組んだりする

ことができた。 

一方，Ｂグループはシールのずれの許容範

囲が不明確であったことで活動が滞ったが,

教師がやり方を明確化し,さらに激励をする

ことで「頑張ろう」と気持ちを切り替えるこ

図２：Ａグループの様子 図３：Ｂグループの様子 

図４：児童Ａのワークシート① 
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とができた。 

前時の成功経験があったＡグループは，次

時の学習でも「もっとたくさんやりたい」「も

っと上手にやりたい」と進んで活動に取り組

むことができた。 

（２）実践２：生活単元学習「かもめマーケットをしよう」 

①活動期間 １０月，１１月（１５時間扱い） 

②活動場所 教室，しおがままちのえき 

③活動の概要 

お客さんによりよい製品を届けることを目

標にハーバリウムの製作と校内・校外での販

売に取り組む。ハーバリウムの製作，校外で

の販売は全員が初めての経験である。 

④-１活動の経過（製作） 

＜事前＞ 

  販売会までの日程をカレンダーで示し，製

作の仕方を教師が示範すると，児童は活動の

流れや手順の見通しをもつことができた。児

童は以下のような内容の目標を設定した。 

 ・やり方を覚える。 

・丁寧に飾りを入れる。 

 ・５個以上作る。 

 ＜展開＞ 

全員の活動の様子が見えるように場の設定

を工夫した。また，ハーバリウムに入れる飾

り花やビーズの数を３個と明確化した。 

どの児童もやり方を理解し，飾り花の組み

合わせや色合いを工夫するようになった。児

童Ｂは「ビーズの数を３個以上にしたい」と

話すなど，児童から製作の自由度を高めてほ

しいという要望がいくつかでた。 

 

 

 

 

 

 

 

＜事後＞ 

ワークシートを用いてその日の振り返りを

行ったところ,児童は以下のようなことを書

いた。 

・きれいに作れた。 

・完成品を想像しながら作れた。 

・もっとやりたい。 

・飾りを増やしたい。 

 

＜次時の学習＞ 

  前時の児童からの要望を受けて，自由に飾

りを使えるようにした。すると，すべての児

童が「きれいな製品を作る」とし，児童同士

で色合いについて相談し合ったり，上学年の

児童が下学年児童にアドバイスをしたりした。 

④-２活動の経過（校内販売） 

＜事前＞ 

  販売会の前に「接客は何をするのか」「お客

さんが楽しく買い物をするために何ができる

か」と問うと児童は図７のように考えること

ができた。 

  

 ＜展開＞ 

  校内販売ではどの児童も目標を意識し，大

きな声で接客したり，丁寧に商品の説明をし

たりすることができた。 

 

 

 

 

 

 

図５：児童Ｂの様子 

図６：児童Cの反省 

図７：児童Dのワークシート② 

 

図８：校内販売会の様子 
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 ＜事後＞ 

  ＶＴＲを用いて，販売会の振り返りをした

ところ，児童は次のようなことに気付くこと

ができた。 

 ・袋に入れるのが難しかった。 

 ・よい姿勢で長い時間立つのが大変だと分か

った。 

 ・Ｅが暗算でおつりを計算できていてすごい

と思った。 

④-３活動の経過（校外販売） 

 ＜事前＞ 

  校内販売会での児童の気付きを振り返った

ところ，児童は以下のように目標設定をした。 

 ・お金の計算をがんばる。 

 ・寄りかからないでまっすぐ立つ。 

 ・Ｆのように大きな声で挨拶をする。 

 ＜展開＞ 

  どの児童も緊張した様子であり，校内販売

会に比べて声の大きさは小さくなったが，顔

見知りの客が来店したことで児童Ｆの声が大

きくなった。それをきっかけに他の児童の声

も大きくなり，笑顔での接客ができるように

なった。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 ＜事後＞ 

  帰校してからタブレットＰＣを用いて，販

売会の振り返りをしたところ，児童は次のよ

うな内容の反省をした。 

 ・自分は緊張して声が出なかったけど，Ｆが

大きな声で頑張っていた。 

 ・たくさんお客さんが来て焦ってしまった。

次は落ち着いてやりたい。 

 ・失敗も多かったけど楽しかった。 

⑤結果 

製作では飾りの数を固定するなどの制約を

設けたが，制約を取り払って自由度を高める

と，より意欲的に活動に取り組めた。また，

場の設定を工夫したことで児童同士の関わり

が増え，相談したり教え合ったりする場面が

見られた。 

販売会は，事前にスモールステップで自分

自身の目標について考えるようにすることで，

活動中も意識できた。販売活動は校外よりも

校内の方が本来の力を発揮できることが多か

ったが，どちらの販売会でも児童それぞれが

友達から刺激を受けながら取り組めた。事後

の振り返りではＶＴＲを使用することで，客

観的に自分の動きを見ることができた。さら

に，友達の動きにも目が向くようになり，友

達の頑張りについての感想が増えた。 

（３）実践３：生活単元学習「かもめカフェをしよう」 

①活動期間 １月，２月（９時間扱い） 

②活動場所 本校会議室 

③活動の概要 

お客さんを笑顔にすることを目標に接客に

ついて考える。当日は登下校の安全サポータ

ー等を呼び，コーヒーやお茶を提供する。毎

時間，児童はワークシートを用いて目標に対

する自己評価を行い，教師の評価との比較を

行う。 

④活動の経過 

＜事前＞ 

  ＶＴＲを通して，かもめマーケットについ

て振り返った。その上で，本活動の目標設定

をしたところ，児童は以下のように考えた。 

 ・販売会では焦ってしまったので，落ち着い

て丁寧にやりたい。 

 ・販売会では疲れて寄りかかってしまったの

で，姿勢に気を付ける。 

 ・販売会では声が小さくなったので，大きな

声で接客をしたい。 

 ・かもめマーケットでできなかったことを頑

張りたい。 

図９：校外販売会の様子 
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＜展開＞ 

  普段から接する教師を最初にお客として呼

び，その後に登下校の安全サポーターを呼ん

だところ，どの児童も最初から姿勢や声の大

きさなどの目標を意識して活動できた。さら

に，活動の途中で失敗しても，気持ちを切り

替え，次の仕事で挽回しようとすることがで

きた。 

 

 ＜事後＞ 

  ＶＴＲを用いて，販売会の振り返りをした

ところ，児童は次のような内容の反省をした。 

 ・皿を置くときに，大きな音を立ててしまっ

た。置き方を練習してもっと上手になりた

い。 

 ・姿勢に注意できた。次もがんばりたい。 

 ・おしぼりをお客に持って行くのを忘れたの

で，次は注意したい。 

  また，図１１のワークシートを用いた評価

の比較で，児童は次のような感想をもった。 

 ・次は先生に清潔で「◎」をもらえるように

頑張りたい。 

 ・次に頑張りたいことが決まった。 

  

⑤結果 

  事前では，ＶＴＲで過去の活動を振り返っ

たことで，児童は自分の課題を踏まえた上で

の目標設定ができた。 

 活動中は，安心して接することのできる人

物から接客することで，自信をもって活動に

取り組むことができた。 

  事後での振り返りでは，「もっとうまくなり

たい」「もっとできるようになりたい」という

思いをもつ児童が増えた。 さらに，自分自身

の評価と教師の評価との比較では，自分の頑

張れたことを再認識したり，次に頑張りたい

ことを決めたりすることができた。 

 

８ 考察 

 実践２から，児童が自ら活動に取り組み，力

を発揮するためには，安心感をもてる環境が重

要であることが分かる。したがって，理論モデ

ルの「事前段階」「遂行段階」「事後段階」はそ

れぞれ，安心できる環境であること，または児

童が情動的喚起によって自己効力感を得られる

環境の中にあると成り立つといえる。 

①事前段階 

 ＩＣＴの活用や友達の活動の様子を見ること

など，視覚支援が有効であった。ＶＴＲを見る

ことで児童は自分の姿を客観的に見ることがで

きるようになり，過去の成功経験を再認識した

り，自分の課題を振り返ったりすることができ

た。 

実践１のように，過去の成功経験は「できそ

うだ」という自己効力感につながり，児童は自

らやってみようとすることができたが，実践３

のように過去の失敗経験も「うまくできたい」

という学習意欲につながり得ることが分かった。 

 

②遂行段階 

 実践１，２から活動の難易度や自由度が児童

の意欲に大きな影響を与えることが分かる。し

たがって，児童の状況を見て，柔軟に目標や計

画の変更を行うことが大切である。 

また，実践１では教師の励ましや称賛も児童

図１０：活動の様子 

 

図１１：ワークシート③ 

 図１２：過去の活動を振り返る様子 
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の意欲に影響を与えた。少しでも進歩した点に

ついては称賛し，「こんなこともできた」という

自己の努力・結果に対する評価につなげられる

ようにしていくことが大切であろう。 

③事後段階 

 「うまくできた」という成功経験は，成功感・

達成感につながり，さらに成功経験を繰り返し

積んでいくことで，「またできるだろう」という，

その後の活動の遂行可能感の向上につながった。

つまり，「遂行行動の達成」とは，成功体験を積

むことであり，これは自己効力感を向上させる

ための情報源として非常に強力であることが分

かった。 

 一方で，「達成度の評価」などの自己評価の場

面では，自分のことを客観的に見る力「メタ認

知」が必要となるとともに，実践３のような児

童の自己評価を児童にとってより確かなものに

する為の教師による適切なフィードバックが有

効となる。したがって，ここでは児童のメタ認

知を支えるための視覚的な支援や児童の実態や

様子を正確に見取る教師の力が求められた。 

 

９ 成果と課題 

①成果 

本実践を通して，児童は他の場面でも自分か

ら活動に取り組むことが増えてきている。これ

は，成功経験を繰り返し積んできたことや過去

の成功経験と新たな学習とをうまくつなげられ

るようになった結果である。また、活動につい

て達成度を評価する時間を設定するとともに教

師からのフィードバックを行ってきた成果であ

るといえる。 

このように，成功経験の積み重ねは，自己効

力感の向上に直結しており，心理学者アルバー

ト・バンデューラが提唱する自己効力感を高め

るための４つの要因のうち，「遂行経験の達成」

は最も効果的であるということが分かった。 

②課題 

遂行行動の達成を成り立たせるためには，活

動内容を理解する児童の「理解力」や自己評価

を行うための「メタ認知力」，安心できる材料（代

理的体験，言語的説得，環境の調整など），教師

による適切なフィードバックといった，さまざ

まな力や要件が必要になる。本研究では，ＴＶ

やタブレットＰＣといったＩＣＴ機器の活用や

ワークシートの活用など，理解力やメタ認知力

を高めるための支援を行ってきたが，こういっ

た力や要件は，一つの学習によって形成するこ

とは難しく，あらゆる学習の中で系統的・継続

的に行っていく必要があることが分かった。 

 また，本研究では，児童の自己効力感を高め

るための要件や支援について明らかにできた一

方で，教師の児童の実態や様子を正確に見取る

力・方法に課題が残った。いかにして児童の実

態を見取り，児童の気持ち・考えに寄り添った

フィードバックを行うか，その手立てや支援の

方法などについて考えていくことが課題である。 
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ワークシート：かもめ商店 

別紙１ ワークシート 

ワークシート：接客について考える 

ワークシート：ことしのかもめカフェについて ワークシート：ふりかえりをしよう① 


